
第14 分科会

コミュ＝H 勺シザームワークショサつ

O E P（称 ドア・エ宇ユケーション・取 ウト）

参加対象者を中高生に し、ゲーム （遊び）を通 して

コミュニケ ー シ ョンを学 ぶ ワー クシ ョップ 形式 で行 う

予定で した。しか し、中学生 3 名 しか集 ま ってお らず 、

予定 していた ものが できず 内容 を変 更 しま した。

まず、緊張をほぐし楽 しい雰囲気 で、肯定的 な体験

をして も ら うこ とを 心 が け 、 フ ァ シ リテ 一 夕 ー を含 め

4 名 か らは じめ ま した 。参加 者 の服 装 が運 動 しづ らそ

うだったので、 2 人組みの動きの少 ないゲームか らは じめ、参加者の様子をみなが らゲーム内容 を考

えるこ とに しま した。 参加 者の 顔か ら緊張 の色 が取れ 始 め、積 極 的 に関 わ る姿勢が 見 られ ま した 。導

入部 が スムー ズ に行 きホ ッ と しま した，そ の うちに 、小学生 3 名 、 大人 1 名 が集 まって きま した。

人の小 学生 は、 最初は ゲー ムの 輪の 中か ら離れて いま したが 、徐 々 に参加 す る よ うにな りま した。 次

のゲームに移る時は、みんなか ら離れて、ゲームしてい

る様子 を しば ら く眺 めて い て、途 中か ら参 加 します 。輪

の中に入 る と積極 的に 声 を 出 した り してい ま した。 小学

牛が加 わ った後 は、 ゲーム も徐 々 に動 きの大 きい ものに

してい きま した。

後 半は 、 コ ミュ ニケ ー シ ョンを学ぶ ゲーム を行 い ま し

た。 バ ン ダナで 目か く しを した り、言葉 を発 して はい け

ない （ノンバーバル） な どの条件の中でJ 様々な課題解

決を行 いま した。 最後 にふ りか え りを行い ま した。

参加 者は 楽 しい時間 を過 ごせ て満 足そ うで した）ふ りか え りの中で 、 中学生が 日頃の 具体 的な人 間

関係の 悩み を話 して くれ ま した。 コ ミュニ ケー シ ョンにつ いて 学ん で も ら うとい う面にお いて は 、不

足した ところ もあ りま した が、 中学 生の一 人 が 「久 しぶ りに （悩み の こ とを 忘れて） 心 か ら楽 しめて

よか った＿」と言 って くれ ま した 。この子 ども達 に とって意 味の あ る時 間 をで きたの ではか と思 い ます。

この分科会 では対象外であったが、 3 人の小学生の参加 がありま した。親が分科会 に参加す る為、子

どもを預 け る とい う形 の参 加で した。子 どもの親 は 、「他 は難 しそ うなので ここに連れ て きた」とい う

ことで した 。 フォー ラムに来た 子 どもは、 必ず しも強い動機 は持 って い ない と思 います。 そ うい う意

味で も、今 後 は この よ うな 「遊 べ る l 分科 会 も必要 では ないだ ろ うか⊃ （参加者 人数 ：7 名）
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第15 分科会

親が要る・教師が変わる、とれが出発点

－アド弓「 臼酔学育児Ⅶ ケ弓ムに基づいて一

子ともの人権を考える例 レ一つ モモ

■分科会のね らい

「グルー プ・ モモ 」では子 ども との よ りよい 関係 を『子

どもの人権』い う立場 で考え活動 してきました。活動す

る中で 出会 った 『選択 を うな がす コ ミュ ニ ケー シ ョン教

育と、罰のない育児』 を提案す るア ドラー心理学の育児

プログ ラム の提 案 を、分 科 会で 紹介 した い とい うの が今

回の趣 旨と言えます。

この育児 プ ログ ラム に沿 った ロール プ レイ を体験 し、

家庭 や 学 校 の中 での 日常的 な子 ども との や りと りを見つ

めなお して もらいたい と思 いま した。頭では理解 しているはずの子 どもの人権擁 護とい う理念ですが 、

では実 際 ど うい った行 動 を とれ ば いい か に 戸惑 うのが私 た ちお となの正 直な とこ ろだ と感 じて いま し

た。 この疑 問に答 える具体的な実現方法が、ア ドラー心理学の育児 プログラムにた くさん提案 され て

いる とい うこ とを子 ど もの 人権 を考 え る場 に提 示 した い と強 く思 い 、 この分科 会 を企 画 しま した。

■分科会の流れ

午前は『子育ての 目標』、午後 は『賞罰 のない育児』をテーマに して、 ロール プ レイや グループディ

スカ ッシ ョンを とり入 れて ワー クを進 め ま した 。

午前 の 『子 育 て の 目標 』につ い て の グル ープデ ィスカ ッシ ョンで は

・ どん なお となに な って ほ しい と思 い ます か ？

・ 気 に な って い る子 どもの 行動 は あ ります か ？

・ どの よ うな対応 をす れ ば 目標 に近 づ け る で しょ う

か？

などの話 しあ い を して もらい ま した 。

午後 の『賞罰 のない育児』についてのグループデ ィ

スカ ッシ ョンで は

・ 子 どもの 適切 な行動 に は どん な ものが あ ります か ？

・ そ の 行動 は なぜ で きてい る と思い ます か ？

・ 罰 を 恐れ た り、賞 を求め た り しての行動 だ とど うなの で しょ う？
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などの話 しあい を して も らい ま した。

午前、午後 ともに、話 しあった各 グルー プか らの声を聞いて講師の中島弘徳氏がア ドラー心理学の

育児 プ ログ ラム が提 案 して い る対応 を紹 介 し、 また グル ー プ でそ の 対応 につ い てデ ィス カ ッシ ョンし

ても ら う形 の ワー クが進 め られ ま した。

■参加者の感想

参 加者 の ご意 見 を聞 きた か った のでア ンケー ト協 力 をお願 い しま した。30 名 の方 が記 入 して くだ さ

ったそれぞれ のご意見を読 んでみる と、一般の講義形式でなくデ ィスカッシ ョン中心の ワー クが好評

だった 事 がわ か ります 。 幸 な もの と しては

・ 親や教師 が変 るとい う発想に興味 があったので参加 しま した。

・ 質問 の仕 方 が大切 だ とわか りま した。

・ 自分の話 し方 がどんなに相手の心を封 じ込めていたか

わか りま し た。

・ グループ に分 かれて話す と抵抗がなくて よかった。

・ 心理学に興味が あって参加 したが 、いろいろな人 と話

し合 えて よか っ た。

・ グループで聞 き方体験をす る と、聞かれ る側 の気持ち

がよ く わ か りま した 。

・ よき人間 関係 は聞 き上 手にな るこ とか ら と思 いま した。

・ 実践が参考になったので今後の人間関係 に生か したい。

などが あ りま した。

■企 画 者のふ りか え り

午 前午後 ともに、40 名 を越 え る多 くの参加 者 に来 てい ただ けた ことは うれ しい こ とで もあ りま した

が、同時 に子 ども との 関 りに心理 学 の考 え方 を と り入れ た い と思 って い る方 が予想以 上 に多 い とい う

ことで もある と気 づ き ま した。 また参加者 の反応 か らア ドラー 心理 学 は現実 の暮 ら しの 中で実践 す る

ことで 、子 どもとの人 間関 係 を変 え 、信 頼 関係 を築 い てい く力 が強 い とあ らた めて 実感 しま した。 ア

ンケ ー トの 答 え の中に あ った 「我 が子 との 関 り方に つ いて情 報 は多様 にあ るけれ ど、 さて具体 的 な 日

常の 出来 事 の 中 で実 際 どの よ うに行 動す るかが 勉強 で きた ら、 と参加 しま した」 との声 に、今 後 も こ

うした育児プ ログラム講座 の必要性 が高いことを再認識する次第です。

（ 参加者 人数 ：午前 42 名 午後 4 7 名）
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第16 分科会

子どもの SO S を賛什とぁる・貫撥できる社会を

一乗流しきう J手与こむ托 もの人権オンつスー

（牡）子ども情報相究b シター

ゲス ト ：吉 田恒雄 さん （埼玉県子 どもの権利擁護委員会・権利擁護委員）

竹本康一郎さん （元川崎市人権オンブズパー ソン・事務局員 ）

石田文三 さん （川西市子 どもの人権オンブズパー ソン・オ ンブズパー ソン）

進行 ：田中文子 （子 ども情報研究 センター所長）

ユネ ス コは、「Ch ild F r ien d l y C it y （子 どもにや さ しい街 ）」 とい う視 点 か ら街づ く りを進 めて い こ

うと提 唱 してい ます。 日本 に お いて も 「子 どもが安 心 して住 め る街 」 をめ ざ して、 子 どもの権利 救 済

のシステ ム づ く りに取 り組 む 自治体 が少 しず つ 増 えて きて いますこ す で に取 り組 ん で い る 3 つ の 自治

体の 関係 者 を招 き、「子 どもの人 権 オ ンブズ って な に ？」「子 どもオ ンプ ズの しくみ は ？」「子 どもオ

ンブ ズ をつ く りた い け ど、 ど うした らい い の ？」「オ ンブズ を利 用 して ど うだ った ？」「子 どもオ ン プ

ズで大 事 に した い こ とは ？」等 々 を 交流 しま した。

J 3 つの自治体 の子 どもの人権オ ンブズ
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川西市 川崎市 埼玉県

人口 約 1 5 9 ， 0 0 0 人 1 ， 2 8 1 ， 7 0 6 人 7 ， 0 5 6 ， 4 5 0 人

1 8 歳未満の人口 ■　 約 2 6 ， 0 0 0 人 2 0 7 ， 9 6 6 人 1 ， 2 3 9 ∴ 8 3 8 人

救済機関名称
川西市子どもの人権

オンブズパーソン

川崎市人権

オンブズパー ソン

埼玉県子どもの権利擁護委員会

（子どもスマイルネット）

設置根拠
川西市子どもの人権

オンブズパーソン条例

川崎市人権

オンブズパーソン条例

埼玉県

子どもの権利擁護委員会条例

活動開始年 1 9 9 9 年 6 月 2 0 0 2 年 5 月 20 0 2 年 11 月

設置場所 川西市役所
川崎市

男女共同参画センター

県庁舎別館

（他の若者関連機関もある）

活動日 月～金 ：10 時～ 18 時

月水金 ：1 3 時～ 19 時

土 ：9 時～ 15 時
火木 ：9 時～ 1 5 時 （予約相談）

月～土 ：9 時～ 20 時半

スタッフ

オンブズパーソン3 名

（週 1 日）

調査相談専門員 4 名 （週 4 日）
事務局 1 名

人権オンブズパーソン 2 名

専門調査員 4 名

事務局 3 名

委員 3 名（月 2 日）

調査専門員 3 名 （週 1 日）

電話相談員 8 名（週 3 日～ 4 日）

所管 生活 ・人権部人権推進室 市民オンブズマン事務局 健康福祉部子ども課

連絡先 0 7 2 －7 4 0 － 1 2 3 5 0 4 4 －8 1 3 － 3 1 1 3 0 4 8 － 8 3 4 －8 7 5 5



午 前 の部 は 3 人 のゲ ス トス ピー カー か ら、「なぜ 、 オ ンブズ が で きたの 」「どんな SOS が き ます か」

「 どの よ うに支 援 して い くのです か 」「オ ンブズ にか か わ って、今 感 じて い るこ とは」の質 問 に答 えて

いただきま した。それぞれに特徴があるこ とが分か りま した。 午後は、参加者全員が輪になって座

り、交 流 しま した。

参加者は、兵庫、大阪、滋賀、和歌山、東京、埼玉、

広島、三重 、などから、学校、自治体関係者や、チャイ

ルドライ ン な ど市 民 活動 を して い る人 、 自治 体 に子 ども

オン ブズ をつ く りた い と取 り組 ん でい る人 、オ ンブ ズを

利用 した保護者や子どもなど、様々な分野 ではあるが、

思いを持 っ た人 た ちが た く さん集 ま りま した。

「誰 にも言えない j 「我 慢 してい る」子 どもの存在、

市民活動で 「初 めて言 った」と打ち明けて くれた子 ども

に出会 って も解 決 に向 けて信頼 してつ な げ る ところが ない、「先 生 をや め させ たん で しょ 、とい うよ う

なオンブズへの誤解」「オンブズに も相 談せずに苦 しんでい る親子の救 済は ？」「ほんと うに子 どもの

声を聴 くって むず か しい」等 々 、つ ぎつ ぎ と発 言 が続 きま した。

川西のオ ンブズを利用 した方か ら、オ ンブズに出会って元気 になった子 どもが、友だちが苦 しんで

いる の を知 って 、友 だ ちの こ とをオ ンブ ズ に相 談 した こ とが あ った 、 との発 言や 、 オ ンブズ に支 え ら

れてい る との先 生 の発 言 もあ り、子 ど もの人 権 オ ンブズ は 、制度 がで き た らよい とい うこ とでは な く、

できてか ら、それ を活 用 してい く人 か ら人 のつ なが りの なか で こそ 充実 させ て い く こ とが で きるの だ

と話 し合 い ま した。

（ 参加者人数 ：65名）
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参加者からの感想

こん な に も活 動 範 囲 が広 が る とは 思 っ て もい ませ ん で した 。

私たちは、近鉄で大 阪まで行 き、それ か ら電 車 を乗 り継 いで…。や っ とつ いた川西小学校 があ

ま りに きれ いだ った の で び っ く りしま した。

分科会 は、 どれ も興味 があって迷 って しまいま したが 、午前 中は 「新 聞か ら読み解 く子 どもの

イ メー ジ」 とい う分 科 会 に 出 ま した。 そ して 午 後 は 、「 しやべ り場 」 に 出 ま した。

「新 聞か ら読み解 く子 どものイ メー ジ」では 、緊張 もせず与 え られ た新聞の記 事を元に意 見を

出 し合 いま した。 い つ もは 発 言 も あ ま り しませ ん が 、結 構 自分 の 言 い た い こ とを言 え た の で は な

いか、 と思います。 記事が少 し難 しかったけれ ど、 自分 たちで分析す ることが楽 しか ったです。

また 、 同 じく らい の 人 た ちの 記 事 に対 す る意 見 な ど も聴 けた の で よか った で す。

私は少 し新 聞を読 みますが、記事について あま り考 えず に読 んでいるので 、い ろい ろな見方 、

考え方 を知 り、 これ か らは 自分 な りに 新 聞 を読 み な が ら記 事 の 意 味 を 考 え て い き たい で す 。

「 しや べ り場 」 で は 、少 年 犯 罪 に つ い て しやべ りま した。

私と同 じぐ らい の人 が 、罪 を犯 して い る とい うこ とは考 え た く もな い話 で す 。

最 近 私 は 、大 人 の 目を気 に します 。なぜ な ら、中学 生 が 起 こ した 事件 を最 近 よ く聞 くか らで す 。

私の 周 りに も、事 件 を起 こ して しま う人 が い るの で は な い か ‥ ・。 と思 うこ とが あ る か らで す 。

犯 罪 は許 され る もの で は な い。 だ か ら、 年 齢 で罪 を軽 く した りす るの は よ くな い。 私 は そ う思

います。 いつ 、 どこで、だれ が、何か を間違 えて、罪 を犯す か も しれ ない。それ は 自分 か もしれ

ない。 い ろい ろ考 えて も限 りは あ りませ ん が 、 少 しで も間違 っ た方 向へ 行 か ない よ うにす るた め

に、 自分 た ちが 心 が け る こ とが 必 要 だ と思 い ま した。

子 ど もの権利 条約 フォ ー ラム に 参加 で きて 、 とて も よい勉 強 に な りま した 。

残念 な が ら、 日曜 日 しか 参加 で きな か っ た の で 、 どん な活 動 を して い る人 が集 ま って い るの か わ

かりませ ん で した。 ま た 、 情 報 交換 な ど も出来 ず 、悔 しい思 い を して い ま す。

今後 、 どの よ うな形 で 体験 した こ とを 生 かせ る か は わか りま せ んが 、 これ か ら もっ と

積極 的 に、 そ して活 発 に 、 い ろ ん な こ とに挑 戦 して い きた い と思 って い ます 。

【NPO 法人 こ ども NPO （名古屋） 藤 田真利 】

ぼ くは 、「子 ども の権 利 フ ォー ラ ム 20 0 3 i n か わ に し ＝ こ出席 して 、 た く さん の こ とを 学 び ま

した 。

ぼ くが 出席 したの は 、午 前 、 午 後 とも に 「 しや べ り場 l で した 。 しや べ り場 で は 、 三つ の事 を

話し合 い ま した。

・つ 目は 「理 想 の学 校 」。 理 想 の 学 校 に つ い て は 、た くさん の 意 見 が 出 ま した が 、 ぼ くの心 に強

くの こ った 意 見 は 、「校 則 が少 ない l や 「先 生 が生 徒 の 話 をま じめ に 聞 い て欲 しい J な どで した 。
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それ はなぜ か と言 うと、 ぼ くの学 校 は校 則 が厳 しいか ら と先 生 が 真 面 目に 聞 い て くれ な い か らで

す。

「 つ 目の議題 は 「子 どもの居場所 」で した。 ‾っ 目の議題で強 く心 に残 った意見は、「今は子 ど

もが の び の び と遊 べ る場 所 が 少 な く な っ て き て い る」や 「今 は 昔 と違 っ て子 ど もの 考 え方 が 変 わ

つて き て い る」 な どで した。 それ は な ぜ か と言 うと、 自分 もそ の 意 見 に共 感 した し、 た しか に と

思うふ しが た く さん あ っ た か らで す。

三つ 目の議題は 「少年犯罪」で した。 この議題 で心に強 くのこった意 見は、「子 どもの居場所が

少な くな って きて い るか ら、少 年 犯 罪 が増 え る」や 「子 ども は ス トレス発 散 の 仕 方 が わ か らな い 」

でした 。 なぜ か と言 うと、 た しか に 自分 の居 場 所 は少 な くな っ て きて い る と感 じる し、 自分 もス

トレス の 発 散方 法 が わ か らない と思 った か らです 。

ぼ くは今 回のフォー ラムに出席 して、子 どもの居場所 が減 ってきていて、そ のために少年犯罪

が増 え て き て い るん だ な あ と思 い ま した。

今 回の経験 を通 して、 自分で 自分の居 場所 を見つけない といけない と思い ま した。

【N PO 法人 こども N和 （名 古屋）勝 呂英 之】

自分 は この フォー ラ ム 関係 の も の に初 め て 出 ま した。 会場 に着 き 、少 し緊 張 しな が ら皆 と歩 い

て 行 きま した。 中 に入 り、 6 人 の メ ンバ ー は 2 人 ず つ に 分 かれ て 行 動 す る こ とに な りま した。

自分 は 午 前 か らの 「 しやべ り場 」 に出 ま した 。 教 室 に着 いた ら も う始 ま って い て 、後 か らグル

ー プ に入 れ て も らい ま した。

最初 の議題 は 「理想の学校 」 とは ？で した。 自分 は 「先生や友達 な どの他人 か ら認めて もらえ

る事 が 出来 るの が 理想 だ と思 う。」 と言 い ま した。他 の 意 見 は 、「校 則 が な くな れ ば 」「私 服 がイ イ 」

等色 々 な意 見が 出 ま した。 で も 、 こ うい う自分 勝 手 な 意 見 は 自分 た ちが しっ か りや って いれ ば 自

由 に な るん じや な い か な ？ と思 い ま した。

そ して次の議題 は「居場所」についてで した。その議題 を聞いた時 、少 し考 え させ られま した。

心の 底 か ら悩 ん で しまい ま した 。 なぜ か とい う と、 それ は 人そ れ ぞれ 違 うか らで す 。 当た り前 の

こ とに な ん だ か悩 んで しまい ま した 。 そ の 他 の 意 見 は 「学 校 」「家 （部 屋 ）」 な どが あ りま した 。

最 終議題 は 「少年犯罪 ＝ こついて。 これ は最 近 は多 く起 こっていて、今 までの どの議題 よ り皆

がどん な意 見 が あ るの か 興 味 が あ りま した。 自分 的 には 「これ は 色 々悩 み 、 い じめか ら来 た り、

ゲー ム感 覚 、 ス トレス発 散 方 法 が わ か らな い 等 の 事 か ら来 てい る と思 う。」 と言 い ま した。他 に も

「子 どもの 居 場 所 が 少 しず つ 減 っ て来 て い る。」 な どの 事 を聞 きま した。

この 「フォ ー ラム 2003 in か わ に し」 に出 て 、 子 ど も と大 人 が年 の差 関係 な く話 せ て

色々な意見を交わせ て とて も良か ったです。

【NPO 法人 こども NPO （名古屋）野 田明宏 】

わ た しは子 ども の権 利 条 約 入 門 ワー ク シ ョップ に 出 ま した 。 少 し遅 れ て 入 っ た ので 、最 初 の 方

は話 が あ ま りわ か らなか った け ど、 だ ん だ ん わ か っ て き た ら、 け っ こ う楽 しか った で す。
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わた しは、最初 「子 どもの権利 条約 」つて何 かわか りませ んで した。話 を聞 いて もいまいち よ

く分 か らな か っ た け ど、少 しは分 か りま した。 話 は ○ ×クイ ズで 進 め られ て 、 わ か りや す く、お

も しろ か っ た です 。

子 どもの権利 条約 が国連 で採択 され たのは 1989 年 11 月、 日本で批准 され たのは

1 994 年 4 月で した。今 か ら 9 年前 のこ とで した。 日本が権利 条約 の批准 を したのは

世界 で 156 番 目 く らい で した 。

この条約 は現在 、192 の国や地域 が批准 しています。子 どもの権利 を大切 にす るた めの 「地 球

規模 の基準」 となってい るんです。

子 どもの権利条約 、これ を守 ってい ない人 は、普通 、罰 を受 けると思い ますが、 これ は罰 にな

らな いのです。実際 、この子 どもの権利条約が守 られ ていない国 はけっこ うあるんです。

私 は あま りよ くわか らない け ど、 大 人 の 人 が 子 ど もの こ と を ちゃ ん と考 え て くれ て い る ん だ な

あと思 い ま した 。

【NPO 法人 こども N PO （名 古屋 ）藤 田詩織 】

今 回、 この 「子 どもの権利条約 フォーラム」は、 11 回 目に もかかわ らず 、私は初 めて参加 しま

した。 私は、少 し遅 れて行 ったので、 どんな事 をや っているのか と、 どんな人 がい るのか、す ご

く不 安で した。 で も、私 が行 った 「子 どもの権利条 約入門 ワー クシ ョップ」にいた人 たちはす ご

くや さ しか っ た。 ワー ク シ ョ ップ でや っ た こ とは クイ ズで 、 第 1 間 、 サ ッカ ー ボ ー ル を縫 うの は

だれ か とゆ うので、私 は、最初大人 の人 だけで 作 るものだ と思っていたのに、家族 と一緒 に、小

さい 男 の子 も作 っ て い た とゆ うの にす ご くビ ック リ しま した。 私 が小 さい頃 は 、 サ ッカ ー ボ ー ル

をだれ が作 っ て い る の か全 く知 りませ んで した 。

そ して第 2 問。 こ こが 中心 と して い る 「子 ど もの権 利 に 関す る条 約 （子 ども の権 利 条 約 ）」 が で

きた の はい つ ご ろ か とゆ う問 題 で した 。 答 えは 、 国 連 で 採 択 され た の は 1989 年 I1 月 の こ と、 そ

して 日本 で 批 准 され た の は、 1994 年 4 月 の こ とで 、 日本 は 国連 で採 択 され た け っ こ う後 に で きた

って ゆ うの がい や で した 。

そ して、私 は子 どもの権利 条約 について、 どれ だ けの条約 があるのか、 どんな条約が あるのか

気になった。

全部 で 54 条の権利 条約 があった。

そ の中で一番気に なったのは、第 28 条 （教育への権利 ）とい うので、子 どもの教育への権利 を

認め と書 い て あ った 。 も し、 教 育 へ の権 利 を認 めて い なか った らど うな っ て い た の か な あ～ と思

いま した 。 この よ うな 資料 を も らえ てす ご く勉 強 に な りま した 。

今 回 は誘 わ れ て この よ うな こ とに参 加 しま した が 、 今度 ど こか で 、 こ の よ うな事 がや っ てい た

ら、 自分 か ら進 ん で 参 加 した い と思 っ て い ます 。

【NP（）法人 こども NPO （名古屋）服部絵梨香 】
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え ～ と、 フォ ー ラム の感 想 、意 見 を是 非 、 との こ とで す が。 や は り俺 は青 森 、 千 葉 、 そ して 川

西 とフ ォー ラム に 参加 して い るの で 、 特 に 自分 も実 行 委 員 と して か か わ った 千 葉 と比 べ て しま い

ます 。 そ うす る と、感 想 も何 も あ りま せ ん。 た だ一 言 、「川 西 は よか った 」。

何 でか と言います と、千葉 は 「子 どもの権利 条約 」 と言匪ってお きなが らも、何故 か『若者 だ』

『青 年 だ 』 とい う輩 が しや しや り出 て き て 、何 食 わ ぬ 顔 を して 勝 手 に仕 切 っ て 誰 よ りも喋 る。 と

い うなん と も不思 議 な会 議 が行 わ れ て い ま した 。 意 見 を言 うな とい うわ け で は あ りませ ん。 そ の

『若 者 だ』『青年 だ』 とい う人 達 が 子 ど もだ けの会 議 を つ く り、そ の会 議 で前 文 の よ うな振 る舞 い

を して い た こ とが お か しい か っ た の です 。

さて 、 か な り嫌 な思 い を した か らで し ょ うか 。 川 西 の感 想 な の に千 葉 の 文 句 が 出 て き て しま い

ま した。 この文 句 は 「これ に比 べ た ら川 西 は い い」 とい う意 味 で は あ りませ ん 。 少 しだ け触 れ よ

うと思 っ た ら結 構 書 い て しま って 。「千葉 と比 べ た ら千 葉 よ り悪 か っ た 」な ん て と こ ろは そ う無 い

です か らね 。 比 べ た っ て 仕 方 が ない 。 そ うす る と文 章 の始 め の ほ うで 「千葉 と比 べ て しま う」 と

書 き ま した が 比 べ よ うが あ りませ ん。 ど うや ら 500 字 を超 え た よ うで す が 、「川 西 は よか った 」 と

しか感 想 を書 い て い ませ ん ね 。 これ で終 わ らせ るつ も り もな い の で 、 も う少 し書 かせ て い た だ き

■

ます。

そ うですね え、最初 に驚 いたのは 1 日目の全体会 に子 どもがいた こ とですね。 千葉 は何 かイベ

ン トをや るた び に 「何 で 子 ど もが 来 ない んだ 」 とず っ と嘆 い て い るの に 、 川 西 に き た ら前 の ほ う

に子 どもがいま したか らね。まあ、千葉は人が来 ない理 由なんて誰 が見て も一 目瞭然 です け どね。

一部の人以外 は。

しか し、全 体 会 で 俺 が 喋 っ た とき は ま い りま したね 。 冗談 で 「大 人 も子 ど も も気 に入 らな い 奴

はい るか ら ‥」み た い な こ とを言 った ら、 ま じめ に 「そ れ は ど うか と思 う」 つ て 言 って く る人 が

何人かいま してね。冗談 に聞 こえなかったのかなあ ？で も嫌 な奴 は嫌 だ よな。

なん と言っても一番良か ったの は宿泊施 設ですね。労働福祉 会館 で した っけ ？今 までは同 じ世

代の人達 と交流す る機 会なんてそ んなに なか ったですか らね。 とて も楽 しい夜 が過 ごせ ま した。

たこ焼 き は うまい し、 中 学 生 がや た らハ イ テ ンシ ョ ンに か らん で く る し、 で きれ ば も う一 泊 した

かったです。

フ ォー ラム 全 体 を通 して 考 え る と、 余計 な もの が 少 な か っ た気 が しま す ね。 千 葉 は な ん か 延 々

とわ けの 分 か らん歌 を聴 か され た りとか しま した か ら。川 西 は さ っば り した 印象 を受 け ま したね 。

だか ら一般… と言います か、 こ うい う活動 に普段 関わっていない人 も来やす かったので はないで

し ょ う か 。

【千葉 ：三森】

キモ チの共感 －フォー ラム 200 3 in 川 西に参加 して。

今 年 の冬 の ヒ ッ トナ ンバ ー 「新 大 阪 」 を聞 きな が ら千 葉 へ と帰 路 に着 く新 幹 線 の 中で 、 私 は な

んと も言 え な い 「ワ ク ワ ク感 」 を ホ クホ ク させ て帰 りま した。

なぜ 、私 が あれ ほ どまで ワ ク ワ ク しなが ら帰れ た の か 、 そ れ は 2 日簡 通 じて 、 フ ォー ラム 全 体 で

－6 3－



「会 話す る」「コ ミュニ ケー シ ョン を とる 」 とい うこ とを徹 底 して企 画 な され て い た か らだ と思 い

ます。 その結果 、私たち来場者 は 「話せ た」 こ とによ る満 足感 をもって帰 る事 はできた。会話 に

よっ て 来場 者 ど う しの キモ チ が膨 らみ 合 っ て 、 非 常 に濃 い もの が で き あ が っ た よ うに 思 い ます 。

「ケ 一 夕イ を持 っ た サル 」 と指 摘 され る よ うに 、近 年 は 日本 人（特 に若 者 ）の コ ミュニ ケ ー シ ョ

ン能力 の低 下が さけばれ てい ます。 しか し、今 回のフォー ラムでは、い ろい ろな人の世界観 に触

れる こ とが で き た 、共感 で き た。 共 鳴 す る こ とがで きた 。私 た ち は 「た だ ケ 一 夕イ と持 った サ ル 」

ではない と確認 できた。ただ対話 の場 がなかなかないだけなのだ と。

また、今回 のフォー ラムは多 くの子 ども・若 者が実行委員 として企画運営 に携 わってい る様子

で、非常 に 「パ ワフル」で した。やは り「子 どもの権利条約 フォー ラム」 は 「子 ども・ 若者 」の

大勢 の参 加 の も と、大 人 と子 ど もの 協働 （今 回 の タイ トル で も あ る よ うに大 人 と子 どもの イ イ 関

係） が あ って 、ひ とつ の フォ ー ラム が で き る、 とお もい ま す 。

非常 にいい経験 を させて頂 きま した。

実行委員のみな さん。 ほん と うにお疲れ様 で した。

【 千葉 ：山浦 】

200 1 年 青 森 、2002 年 千葉 、2003 年 川 西 と 3 回 ほ ど この フ ォ ー ラ ム に参 加 して き ま した け ど、俺

的に は 川 西 の フォ ー ラム が一 番 よ か っ た な あ と思 い ます 。 ま あ 「よか った 」 と 一言 に ま とめて し

まうと、「 どこ が ど うよか っ た の か 」 とか 「基 準 は な ん なの か 」 とか 、 とい ろ い ろ 出 て き ち やい ま

すけ ど、 な ん か 「よか っ た」 ん です 。 で も ま あ それ で終 わ ら した ら 500 文 字 まで い か な い の で 自

分な りに検 証 して み ま し ょ うか。

と りあ えず 印 象 に残 って る とこ ろ は 、全 体 的 にそ こま で 気 持 ち悪 い変 な ムー ドは感 じられ な か

った とい うと ころ で し ょ うか 。 青 森 の ときは 正 直 も う記 憶 が あ い ま い な の で な ん と もい え ませ ん

が、千葉 はなんか『子 ども至上主義』みたい な流れ を感 じま して。特 に不登校 にかん しては 「ビ

バ不 登校 」 とで も言 い 出 しそ うな 勢 い で した か らね。

あ とは 、子 ども 同士 の 交流 の場 が あ った って の は ポ イ ン ト高 い で す ね え。 大 人 な ん て の は 、 こ

うい うの に参 加 す る 人 の ほ とん どは 自 己顕 示 欲 が 高 くて言 い たが りの 話 した が りだ か らほ っ とき

やい い ん です け ど、子 どもは 大 半 が そ うはい き ませ んか ら。 川 西 や 他 の 県 か ら来 た 中高 生 と過 ご

した 一晩 は 、 実 に楽 しか った で す 。 俺 的 に は どん な 活 動 す る に して も、や っ ぱ 楽 しまな きや し ょ

うが な い です か らね 。 楽 しみ が あ る こ とは 、 非 常 に重 要 です 。

さあて 、 も う 500 文字 越 しま した ぜ 。 俺 は 自 由の 身。 で 、最 後 に二 言三 言。

今回 の フ ォー ラ ム は、 最 近 活動 か ら遠 ざか っ て いた 俺 の や る気 を多少 な り とも取 り戻 させ て くれ

ました。そ して 、何 よ り楽 しませ て くれ ま した 。ま た こん な機 会 が あ った ら参加 した い です（笑 ）。

【千葉 ：山本 】

－64－



実行辱員会メンバーの感想

私 は、 この よ うな フォ ー ラム 自体 に 参加 す るの が 初 め て で 、右 も左 もわ か らな い と こ ろか らの

ス ター トで した が 、 フォ ー ラム の 実行 委 員会 の 一 員 と して参 加 で きた こ とを非 常 に 誇 りに思 い ま

す。 子 どもの権 利 とい うの は 、 当 た り前 の よ うで 当た り前 で ない この 社 会 にお い て 、 改 めて 考 え

させ られ るフ ォ ー ラム で した。

準備段 階か ら前途 多難 で、本 当に成功す るのか、 と不 安が募 りま したが、た くさん の人 々の協

力に よっ て 、大 成 功 の フ ォー ラ ム で あ っ た ので は な い で しょ うか。 私 自身 、 当 日の全 体 会 、分 科

会は、 自分 の仕事 に追 われ、積極的 に参加 で きなか った こ とは非 常に残念 です が、後の皆 さんの

感想 を 聞 い て、 裏 方 の仕 事 で も こん な に 多 くの 人 々 に来 て い た だ き 、た く さん の メ ッセ ー ジ も い

ただいたので、 うれ しか ったです。

正直 な ところ、私 自身 も子 どもの権利 についてまだまだ勉強不足の点は否定 できませ んが、 こ

のフ ォー ラ ムを きっ か け と して 、 新 た な 人 生 の勉 強 と して 考 え て い けた ら と思 い ます 。

最 後 に様 々 な 人 々 と関 わ りを持 たせ て も らい 、 自分 の 中で も大 変 有 意義 な 時 間 を過 ご させ て も

らい ま した。 ま た 、 この よ うな機 会 が あ る こ とを願 っ て い ます 。

【大学生】

正 直 、 あ ん ま り 目立 た ない この 町 「か わ に し」 で、 全 国 が注 目 ？ してつ く られ た 「子 ど もの 人

権 オ ン ブ ズパ ー ソン」。今 回 こ の フ ォー ラ ムは 、や っ とふ る さ とに 帰 って きた 、 と私 は 思 った 。ふ

る さ と と言 って も、 か わ に しよ りも、 もっ と充 実 した 内 容 の 決 ま りが 各 町 々 に は で きた 訳 だ け ど

も、 日本 では 条 例 と して か わ に しが 最初 に で き た町 だ か ら、 この 町 が基 点 （き て ん ） に され て い

る の だか ら、 ふ る さ とな の だ ろ う。

そのふ る さ とで 、この 権利 条約 を 通 じて集 ま っ た人 々が 2 日間 、共 に時 間 を過 ご し、交 流 を した。

どの地 域 か ら来 た 人 々 も、 全 て が活 き活 き して いた よ うに思 え る。 そ の証 拠 に 、 2 日と も会 場 が

人々の熱 気 で とて も熱 か っ た。 冬 の寒 い 日だ った の に 、私 の記 憶 に は、 楽 しそ うに ゆ で あ が っ た

（点 をつ け る） 人 々 の顔 が頭 に は残 って い る。

今 回 の フ ォー ラ ム は 、参 加 者 も作 る側 も、 ぴ っ た りとひ とつ に な って いた よ うに感 じた 。 み ん

なが 楽 しそ うで 、最 初 か ら最 後 まで 、 新 しく知 りあ っ た人 とも仲 良 く話 が で きた。

とて も充実 した 2 日間 で 、 これ は 今 まで の どの フ ォー ラム よ りも一 番 ホ ッ トだ っ たの で は な い だ

ろうか。大 人 も子 ど ももみ んな が ひ とつ に なれ た 空 間。 あ の 2 日間 こそ が 、「お とな とこ どもの い

い関係」その ものだ った。本 当にすば らしい時 間の流れ だ った。

今回 の フ ォー ラ ムは 、 か わ に しとい う町 の 「子 ど もの 人権 オ ンブ ズパ ー ソン l と締 ぶ 、 ま た ひ と

つの 大 きな 誇 りとな った。 【中学 生 】
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私 は 今年 、 フ ォ ー ラム の 準備 か らお 手 伝 いで き た事 がす ご く うれ し くて 、 楽 しか っ たで す 。

やっぱ りみ ん な が楽 しい か らっ て 思 え る よ うな フ ォー ラ ム に した か っ た し、あ た しに も何 か で き

たらな って 思 い ま した。

私 は 当 日、コー デ ィネ ー ター と して の役 吉相 ミち や ん とで き た か ど うか はわ か らな い け ど、私 自

身が とて も楽 しくて、緊張 とか全然 しなかったです。滋賀の人た ち とかみんな 1 回会 った事あっ

たり、 ま た会 え る の が うれ しか っ た で す。

今 年 の 立食 パ ー テ ィー は 、手 作 りの こ とが 多 くて 、み ん な そ の 準備 も忙 し くて 大 変 だ った け ど、

全然 知 らな い子 にた こ焼 き の焼 き方 教 え て あ げ た り、そ れ と、夜 の 子 ども だ け のお 泊 りは今 まで

にない事 ができたの で、 1 番楽 しかったです。

千葉 の子 とも仲 良 くな りま した。

16 歳、 17 歳 のみ んな高校年 生ばっか りだったので、す ごい詰 もで きる し、夜はず っ とず っ と

おしやべ り して 寝 れ なか った け ど、本 当 に会 っ た ば っか りや の に な ん で も話 せ ま した。

2 日 目の分 科 会 は 、ず っ と前 か ら何 を 話題 に しよ うか ず っ と考 え て きた 事 な の で 、や っ ぱ りい っ

ぱい の人 が話 を聞 い て くれ て うれ しか った 。予想 以 上 の 人 がネ ッ トの と ころ に 来 て くれ て 、本 当

に感 動 しま した。小 学校 の時 の 先 生 とか何 人 か 来 て くれ て て 、声 をか け て も らった こ と もび っ く

り し ま した 。

私 は、 この フォ ー ラム が 成 功 だ っ た と思 い ま す。

準備 の段 階 か ら、携 わ っ て き た色 ん な人 が子 ど もの意 見 を多 く取 り入 れ て くれ て 、ち や ん と話 を

聞い て も ら えた こ と、子 どもの 意 思 表 示 が ちや ん とで きた と思 い ま す 。 また 、大 人 の人 の 優 しさ

が伝 わ って きま した。

こ の フォ ー ラム に 関 わ っ た全 て の 人 、 あ りが と うござい ま した。

【高校 生】

私 に とっ て権 利 条 約 フ ォー ラ ム は 当 日の 2 日間 と同 じぐ らい 前 日ま で の 日々 が 印 象 的 です 。 当

日は 雑 用 に 追 われ て い た とい うこ とも あ ります が、 準備 期 間 に お け る各 団体 や 子 ど もた ち の 姿 が

忘れ られ な い とい う こ とが そ の理 由 です 。

フ ォー ラム で は普 段 は それ ぞ れ の 目的 や 主 旨 が 少 しず つ 違 う活 動 を して い る団 体 が集 ま ります 。

各自の 団 体 が 自分 た ち の ア ピ⊥ ル を しつ つ も、 一一一つ の こ とを共 通 の 信 念 に向 か っ て成 し遂 げ よ う

として い く過 程 で 、試 行 錯 誤 が とて も大 変 だ っ た と思 い ます 。 しか し、そ れ が 視 野 を広 げ、 お 互

いを知 り合 うき っ か け に な った こ とを とて も嬉 しく思 い ます 。 今 回 の川 西 で の フ ォー ラ ムは 「子

どもた ち が 中心 とな っ て作 り 卜げ た とこ ろが 良 か った 」とい う感 想 を多 く聞 くこ とが で きま した。

子ど もは守 られ る だ け の存 在 で は あ りませ ん 。 子 ど もネ ッ トの 「 しやべ り場 」 で も子 どもた ち に

その内容や 作業 を任せ たこ とが成功の大 きな要 素であった と思います。 そ．して 、全体会の グルー

プデ ィス カ ッシ ョン とい う子 ども と大 人 が 対 等 に話 す こ とlの で き る場 の経 験 は 子 どもに とっ て も

大きな 自信 に な っ た と思 い ます 。 緊 張 しな が ら も一生 懸 命 話 す 子 ど もた ち か らの本 音 の 言葉 に 、
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私も共感 す る気持 ちでいっぱいで した。

この フォ ー ラム の よ うな 取 り組 み を一 歩 一 歩 進 め 、今 回 のテ ー マ 、み ん な で話 そ う・ や って み

よう “子 ど も とお とな のい い 関係 ” そ ん な気 持 ち が どん どん広 が っ て い く川 西 で あ りた い と感

じた 二 日間 で した。

【大学生】

子 ど もの権 利 条 約 フ ォー ラム 2003 in か わ に し。 これ は 5 年 間 く らい 子 ど もネ ッ トに参 加 して

いた私 に とっても、一番大きな行事 で した。今 まで福 岡・東京な ど行 く側だ った け ど今 回は川西

とい う兵 庫 で も あま り知 られ て な い場 所 でや る こ とに な って 正 直 最 初 は信 じ られ ま せ ん で した。

だ け どす ご く楽 しみ で もあ りま した。 そ れ は私 の暮 ら して い る この 川 西 に 子 ど もの 権 利 を考 え る

た く さん の人 達 が集 ま っ て い ろ い ろ な こ とを話 し合 えた りす る とい うこ とだ か らで す 。 実 行 委

員の 話 し合 い な どに も参 加 し、夜 遅 く に家 に帰 る こ と も多 くな りま した。 そ の 度 、何 で 明 日学 校

あ るの に こん な に遅 くま で こ こにお らん とあ か ん ね んや ろ、 とか思 っ た り しま した。 眠 くて話 し

合い で 寝 そ うに な っ て しま った 事 も何 回 も あ りま した。 だ け ど話 し合 い で大 人 の 人 に意 見 を き か

れてや っ とわ か りま した。 私 は 母・ 姉 が行 く か ら私 も・ ・ ・ とい う思 いが 自分 に あ っ た ん だ と思

います。 だけ ど私 が話 し合いに参加す る本 当の理 由は 「自分の意見 をだ して このフォー ラムを成

功させ た い」 で な けれ ば な らな い ん だ とわ か りま した。 当然 の こ とだ け ど 自分 の 意 見 を聞 か れ て

それ が ち ょっ とで も話 し合 い につ な が っ た時 、 嬉 し くて も っ と意 見 をだ した い と思 うよ うに な り

ました 。 だ け どや っぱ り大 人 の会 話 は難 し くて つ い て い け な い こ と も度 々。 そ ん な 時 、 か わ に し

平和 キ ッズの メ ンバ ー の 子 が 「これ ど うい う意 味 なん で す か － ？」 と大 人 の 人 に恥 ず か しが らず

聞い て い ま した。 そ れ を 見 てす ご い勇 気 だ な 、 と思 い ま した。 た しか に わ か らな い ま ま い る よ り

聞くの が 一 番 だ と思 い ま した。 大 人 の人 た ち も優 しくわ か りや す く説 明 して い て す ご く う らや ま

しく思 い ま した。 だ か らこれ か らこ うい う機 会 が あ っ た とき は恥 ず か しが らず 聞 い て い こ うと思

います。

ビ ラ配 り。 誰 も受 け取 って くれ ない （涙 ） す ご くシ ョ ックで した 。 ち ょ う ど会 社 帰 りな どで 駅

がに ぎわ っ て る ころ。 だ け どみ ん な電 車 に 乗 り遅 れ る とい け な い とい うこ とです ご く足 早 々 と通

り過 ぎ て い っ て しま い ま した。 み ん な で バ ス停 で待 っ て る人 だ った ら時 間 あ るん ち ゃ う？ とか い

ろい ろ考 え て配 っ た り しま した。 同 じよ うにティッシュ配 りを して い る人 が い て 「が ん ばれ ！」 と声 を

かけ て くれ た り しま した。 す ご く嬉 しか った です 。 そ の ビラ配 りの後 か ら私 達 は街 で ビラ配 り と

かティッシュ配 り とか して る人 が い た ら絶 対 受 け取 ろ う ！と誓 い （ ？） ま した。（笑 ）

い よい よ本 番 、す ご くた く さん の人 々 が参 加 して くれ ま した。 夜 は子 ども だ け で 交 流 した り し

ました 。 友 達 が た く さん で き ま した 。 神 戸 フ リー ス クー ル の子 、遠 い神 奈 川 県 ・ 滋賀 県 の子 な ど

いろ ん な 地 方 の 子 と同 じ宿 舎 に とま り、 仲 良 く なれ ま した。 学 校 が 違 う子 だ か らで き る悩 み 事 と

かい ろい ろ話せ ま した。 す ご く楽 しい 日にな りま した。 次 の 日の私 達 の 分 科 会 「しやべ り場 J は
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ほ とん ど大 人 が 10 人 ～ 2 0 人 程 度 きて くれ ま した が 子 ど も が き て くれ な くて シ ョ ック で した 。

が ！ I ！ ！なん と午 後 か ら 50 人 もの 人 が きて くれ ま した ！そ の 中 には 同 じ宿 舎 に とま った 神 戸

の子 とかい ろん な子 が き て くれ ま した ！す ご く嬉 し くて話 す 内 容 も 自然 に はず ん だ気 が しま した 。

最後 は 「楽 しか った よ」 とか 「子 ど もネ ッ トの ビラ は な い の か な ？」 とか 来 て くれ た 人達 が 声 を

か け て くれ ま した。 緊 張 と嬉 し さで ち ゃ ん と喋 れ て た か わ か らな い け ど 自分 が 主 催 者 に な る とい

の は こ うい うこ とな ん だ 、 と改 め て感 じす ご く嬉 しか っ た で す。

私を子 ども と して じやな く、 同 じ子 どもの 権利 に つ い て 考 えて る人 と して 意 見 を聞 い て くれ る大

人の 方 々 、 住 ん で い る とこ ろ が違 って も この フ ォー ラ ム を 通 してで きた 友 達 。 私 は とて も素晴 ら

しい 人 た ちに 出会 え る事 で き ま した 。 も う終 わ っ て しま っ た 事 、 で はな く フォ ー ラ ム を通 して感

じた 事 、学 ん だ事 を 大 切 に子 どもネ ッ トとい う団 体 で私 な りに 子 ど もの権 利 につ い て も っ とい ろ

んな人 と話 し合 い 自分 の思い を伝 えてい きたいです。そ していつか、また神戸 や滋賀や神奈川 の

子達 と会 え た ら と思 い ます 。

今 回 の フ ォー ラ ム で も言 っ て る人 が い た け ど こ うい うフ ォー ラ ム に来 る人 は も と も と子 ど もの

権利 につ いて考 えてい る人たちだか ら、私達が想 い を伝 えた い “子 どもの権利 についてあま り同

意できないよ うな人た ち” はきませ ん。だか ら私は今はわか らない けど、みん なで話 し合 って何

らか の形 で 学 校 の 先 生 とか に私 達 が考 え る想 い を伝 え た い と思 い ます。 そ うい うこ と を子 どもネ

ッ トとかで 考 えて い きた い な と思 い ま した。

【中学生 】

今まで この よ うな 活 動 の 存 在 や 内 容 を知 らな か っ た の で 、今 回参 加 した こ とに よ って 自分 の 知 識

や世界 が広が って本 当 に勉強 にな りま した。 シンポジ ウムの質疑応答 で大人が意見の言い合いを

してい て 、 それ が子 供 た ち に と って も 「自分 た ち の こ とを こん な に ち やん と大 人 は 考 え て くれ て

いるんだ 」と思え る機会 にな っていたのではないか と思 います。小学生の参加者 もいそ、そんな

歳か ら色々な地域 に住 む人々 と交流 す る機会 に恵 まれていて少 し羨 ま しかったです。 【大学生 】
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全体会準 備 の プロセス で学 んだ子 ども参 加支援

浜 田 進 士 （子 ど も の人 権 フ ァ シ リテ ー ター ）

1 は じめに ～ カムバ ック・ フォー ラム ですね ん ！～

2003 年 5 月 最 初 の 実 行委 員会 の 出席 した と き、私 は そ うと う緊張 して い た。 久 し振 りに会 う人

たち とな ん て言 って挨 拶 して い い か わ か らな か った。 私 は 19 94 年 ～ 1999 年 ま で この フォ ー ラ ム

にN G O の ス タ ッフ と して 関 わ っ て い た が 、 そ の私 の活 動 に対 して 責 任 を 問 わ れ 、 しば らく遠 の

いていたか らだ。子 どもの参加 支援に して も、「私には支援 す る力がない ので はないか」 と考 えた

ことも あ った が 、 そ の 自分 の失 敗 を活 か して 、 自分 の 周 りに い る子 ど もの エ ンパ ワー メ ン トに つ

なが っ てい きた い との思 い と、子 ど もに とっ て 大 切 な 川 西子 ど もオ ンブ ズパ ー ソ ン制度 を 市 民 と

して 支 えた い との願 い か らフ ォー ラ ム に か か わ っ た。 全 体会 の 準備 プ ロセ ス で 学 ん だ 「お とな と

子どものいい関係」 について述べてみたい。

2 子 ど も N P O と子 ど も当事者 と自治 体 とい うめず ら しい組 み合 わせ

フ ォ ー ラ ム Il 回 目に して事 務 局 が 自治 体 に な るの は 初 めて だ った。これ まで は地 元 の 子 ど も関

連N P O が中心になって実施 してきたので、分科 会 を担 当す る団体 も諸経費は 自分 たちで持 ち出

し とい うこ とを前提 に話 し合 い を進 め て い た。 しか し、 今 回 は フォ ー ラム 実 施 の 際 の役 割 と責 任

の分担 が曖昧なまますす めて しまい、フォー ラムに近づ くにつれ て、各 団体が事務局 に依存 して

いた ので はな い か とい うこ とに気 づ き 、10 月 半 ば頃 か ら事務 局 に も積 極 的 に か か わ る よ うに な っ

た。 結 果 的 に 子 ど も当事 者 と子 ども N P O と自治 体 の い い協 働 関係 が生 まれ た か な ？と感 じて い

る。 と くに 全体 会 の進 め方 や 子 ども参 加 の あ り方 を巡 っ て夜 遅 くま で事 務 局 会 議 を した こ とで 、

子ど も支援 の差 異 を確 認 し、 共 通 理 解 をつ く る こ とに つ な が っ た。

3 い っ た ん 子 ど も との パ ー トナ ー シ ッ プ が 崩 れ る ！

チラシの作成 と広報作業が大詰 めを向かえる段階で、実行委 員会の子 どもた ちとも関係 がギ ク

シヤ ク しだ した。 6 月 ～ 8 月 頃 ま で は 、全 体 の デ ザ イ ン、 テ ー マ な ど大 枠 を決 め る作 業 は 月 1 回

のペ ー スで 子 ど も との話 し合 い も うま くい っ て い た が 、決 定事 項 が細 か くな っ て くる と議 論 す る

時間 が 足 りな り、 夏休 み 明 け か ら試 験 や バ イ トな どで欠 席 す る子 ど もが 増 え て き た。 具体 的 な プ

ログ ラ ム作 りの 時 点 でお とな と子 ども の思 い が 明 らか に か い離 した と感 じた 。 こ こに来 て 、実 行

委員 会 の 間 で 、 子 ど も参 加 の位 置 付 け と目的 が 明確 で な い部 分 が 見 えて きた り、 子 どもが 関 わ る
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こ との で き る範 囲 を明 確 に して お か な か っ た り した こ とが露 呈 した。 お とな の 土 俵 に子 ど もを無

理に 引 っ 張 っ て 意 見 を聴 い て も 自由 に 気 持 ち を 言 え な くな る の で は な い か と ち ょ っ とや ば くな っ

てき た。

そ こで全体会 の準備 に際 して、子 ども参加 を サポー トす る担 当チーム をお き、子 ども との調整

などの役割 を決 め ることに した。 また、全体会 をすす めるにあた って、子 ども との意思決 定の手

続き を 明確 に し、 で き る だ け情 報 共有 と合 意 形 成 の プ ロセ ス を 大 事 に しよ うと話 し合 っ た。 具 体

的には子 どもたちに会議 の 日程 をきちん と伝 え る。会議 の場や 時間帯を子 どもた ちが参加 しやす

いもの にす る。 決 ま っ た こ とを子 ど もに わ か りや す く伝 え る 、前 回欠 席 した子 ども に あ わせ て 話

し合 いを進 める。携帯 メールやホー ムペー ジの掲示板 な ど子 どもがアクセ ス しや すい情報 ツール

を活用す るな ど。事務局の伊美 さんには さっそ く子 ども専用の掲示板 を作成 していただいた。（助

かり ま した ！）

4 全体 会企 画 にお ける子 ど もとお とな のパ ー トナー シ ッ プの再構 築 ？

子 ど もオ ンブ ズ ク ラブ で 、全 体 会 を担 当す る 子 ど もネ ッ トの北 井 さん （高 2 ） や 澤 田 さん （中

3 ）た ち と話 して い る うちに 、「報 告 して くれ る子 ども ゲ ス トには 、普 通 お とな に対 して 行 って い

る事 と同 じ こ とを 準備 段 階 で しよ う ！」 い うこ とに な った 。 子 どもゲ ス トとは で き る だ け 直接 会

いに行って打ち合 わせ をす る。子 どもにわか りや すい言葉でね らいや内容 を伝 える。お とな と子

ど もの企 画 担 当者 との信 頼 関係 をつ くる。

さっ そ く、 ぼ く と横 井 さん は神 戸 フ リー ス ク ール を夕 方 訪 問 して 、大 森 さん た ち と打 ち合 わせ

を行 った。川西 の子 どもの思い を伝 える と共 に、主催者側 が気 をつけてほ しい ことや これ まで大

きな会 場 で話 して いや だ った こ とな どを聴 き、 2 日間 の 全体 の流 れ を しっか り理解 して も らっ た

うえ で 、 ゆ っ く り 自分 な りの 文 章 を作 っ て も らっ た。 神 戸 の子 ど もた ち は、 少 し不 安感 を持 っ て

いた が 、 当 日は不 登 校 の き っか け とな っ たい じめの こ とな どを しっか りと語 っ て くれ た。 た だ 、

遠方 の多治 見や川崎 の打 ち合わせ は十分にで きなか った。

5 全休 会 は 「苦痛」 ？「忍耐 」 ？

子 ども担 当チ ー ム の メ ンバ ー の 中 に は 、 これ ま で の フォ ー ラム の あ り方 に何 とな く違 和感 も持

って い る もの もい た。 た とえ ば 、 昨年 、 千葉 の 子 どもた ちの メ ッセ ー ジ に 「全 体 会 を退 屈 な もの

にした くな い 、 子 ど もに とっ て は 苦痛 」 が頭 を よ ぎ っ て 、 事務 局 で は この 言 葉 を ど う受 け止 め る

べき か議 論 とな っ た。

伝統的な価値観 では 「子 どもには忍耐 も必要 やで ！l と処理 され て終わ るが 、結局十分お とな

の間 で議 論 しな い ま ま、数 年 間 が過 ぎ て しま っ たの で は な い だ ろ うか。
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「結 果 と して は うま くい か な い か も知 れ な い けれ ど、 参 加 す る子 ど もた ち か ら聴 き 、議 論 す る

中で 、 実 の と ころ 、突 き詰 め た 内容 とメ ッセ ー ジの 質 が 出せ る の で あれ ば 、子 ど も もお とな も 自

ずと参加 し よ う （そ の場 を 緒 に 引 き受 けて い こ う） とい うこ とに な るの で は な い か感 じた 次 第

です。 だか ら、『苦痛 or 忍耐』→ 『内容 の吟味』へ、僕の なか で も う一歩進 んでい かない となあ

と一 晩 考 え て い ま した 。 そ れ は ま さ しく、本 当 の意 味 で の子 ど も とお とな の い い 関係 に も関わ る

ことに思 い ます 」（横 井 さん ）

こ の発 言 は、 ぼ くに は 大 きな ヒ ン トと刺激 に な っ た。

6 次 々 と で て く る子 ど もた ち の 提 案 ！

「全 体 会 が ど うした らお 互 い に とっ て面 白 く な るか 聴 か して ！」 子 ど もオ ンブ ズ ク ラ ブ の会 議

で、 私 や横 井 さん が聴 く と子 ど もた ち か らは 次 々 と意 見 が 出 て きた 。

「最初 の ア イ ス ブ レー キ ン グ。寒 くな る か らや めて ほ しい 」「川 崎 や 多 治 見 の 子 ど もた ち と当 日

まで に もっ と知 り合 い た い 」「掲 示 板 や ホ ー ムペ ー ジの こ とも っ と伝 え て 」「も っ と子 ども同 士 の

実質的な交流 が したい」「夜の交流会 はお酒 はやめて ！た こ焼 きを作 りなが ら子 ども同士が話 しや

すく して ほ しい」「子 どもた ちで フォ ー ラム の あ とも交 流 す る た め に 1 日 目の夜 に交 流 合 宿 を した

い」「グル ー プ で話 し合 っ た こ とをひ も で 吊 り下 げて 共 有 した い 」 とに か く当 日ま で ギ リギ リで は

ありま したが 、 お とな 同 士 が子 ど も参加 の た め に議 論 し、 子 ど も とお とな が よ く話 し合 っ た。 11

月に入 ってか ら、学生や若 い人 たちの参加意識 が どん どん上がってい った。 それ と事務局長の津

田さんのサポー トもあって、直前の実行委 員会 は子 どもた ちが真剣 に打 ち合 わせ に参加 していた。

7 子 どもとの プロセス重視 か結果 重視 か ？

当 日が 近 づ い て くる とお とな に焦 りの感 情 が 出て く る。 お とな に は子 どもの ドキ ドキ感 や 不 安

感が見 えな くなる。全体会の細かい タイムスケジュール、子 どものわか りやす い司会原稿 の作成 、

そして司会 の練習。「帰宅が遅す ぎ る▼lと心配 して、夜 の会議へ の出席 に反対す る保護者や支援者。

いい ス テー ジ に しよ う と直 前 に プ ロ グ ラム の変 更 を依 頼 す るお とな。

この 頃感 じた の は 、子 ど もの 支 援 とい って もお とな の 支援 の 仕 方 は 千 差 万別 で あ る と改 め て感

じた。 い い形 の フォ ー ラム を 作 り 卜げ るか 、 い い 関係 で フォー ラム を迎 え る か 、 よ く似 て い る よ

うで全 然 違 う。「お とな と子 どもの 関 わ り方 」の 相違 を認 めつ つ 、合 意 を ど う作 っ てい くか ？今 度

の課 題 だ と思 う。
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子どもサポー ター 向けの資料作成 と打 ち合わせ

今 回 、全 体 会 で グル ー プ デ ィス カ ッシ ョン をす る に あた り、「子 どもサ ポ ー ター 向 け資 料 」 を配

布し、担 当 して くだ さるサポー ターへ の説 明会 を実施 した。 これ は私 の失敗 の経 験 を元に作成 し

たものだが、多 くは平野裕二 さんや黒河 内政行 さんか ら学 んでいる。

子 ども参加 の注意事項 として 「子 どもの感 情表明 を大事 にす る とともに、心 理的負担へ のケア

を十 分 に行 う」 とい うも のが あ る。 フ ォ ー ラム に初 めて 来 た 子 どもが 、 どん な 思 い を も って 参加

して い る の か、 い き な り多 くの お とな に囲 ま れ て意 見 を言 わ され るの は どん な 気 持 ち なの か想 像

してみ て欲 しい 。 子 どもネ ッ トの 提 案 も あ り、 グル ー プ の 話 し合 い は 子 ど も とお とな を 3 人ず つ

にす る こ と。 グル ー プ に はお とな の 発 言 に子 ど もが 傷 つ く こ とが な い よ う子 ども の サ ポ ー ター を

おくこ とが決 ま った 。当 日は予 想 以 上 に 参加 者 が 多 くて 、サ ポー ター が入 れ な い グル ー プ もあ り、

反省 して い る。 で も 、参加 して きた 子 ど も た ち に そ うした支 援 の 姿勢 を伝 え る こ とはで きた と信

じて い る。

9 出会 っ た N P O で ゆ る や か な ネ ッ トワー ク 作 りを

とにか く、 フォ ー ラム は 終 わ っ た。 フ ォ ー ラム は 、

【 1 】子 ど も とお とな の い い 関係 とい うテ ーマ に そ った 内 容 だ った の だ ろ うか ？

【 2 】 参加 した子 ど もた ち は どの よ うな感 想 を もっ た のだ ろ うか ？

【 3 】 フ ロア か らの お とな の発 言 に対 して子 ど もた ち は不 快 な感 情 を持 た な か っ た だ ろ うか ？

【 4 】その 「みせ かけの」優 しさや配慮 が子 どもの人権をかえって奪 ってはいないだろ うか ？

【 5 】 子 ど もの 関 わ り方 にお い て子 ども観 との一 致 や ズ レや 共感 、違 和 感 が あ っ た の だ ろ うか ？

【 6 】 子 ど も同 士 の 実質 的 な交 流 はで きた だ ろ うか ？

とい う気 持 ち で い っ ぱ いだ った 。

わ か らな い ！で も今 後 こ の フ ォー ラ ムで 出会 っ た 子 ど もN P O の 人 た ち と ゆ るや かネ ッ トワー

クを 作 り、 子 ど もの権 利 や 参 加 支 援 の 議 論 を続 けて い きた い と思 う。

千葉 の 山 浦 くん た ち の次 の よ うな発 言 に 応 え るた め に も …。

「子 ど も参 加 と は気 持 ち を形 にす る こ とです 。 で も、 そ の前 に気 持 ち と気 持 ち をつ な げ る こ とが

必要 じや な い で しょ うか ？お とな へ ！子 ど もた ち とも っ とも っ と議 論 して欲 しい ！」
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「 子 ど もの 権 利 条 約 フ ォー ラ ム 2 0 0 3 in か わ に し」

の事務局体験記

子 ど もの権 利 条 約 フ ォー ラム 20 0 3 in か わ に し 実 行 委 員会

事務 局長 澤 田 裕 子

この報 告 をす る に あ た り事 務 局 と して や って きた 事 を振 り返 る時 、 ま っ先 に 思 い 出 す の が 、 昨

年の初 め『子 どもの権利条約 フォー ラム 2003 』の開催 地が川 西に決 定 した と聞いた時の ことです。

言葉 にす る と 「と う と う来 た か 」 で し ょ うか。 とに か く身 が 引 き締 ま る思 い が した もの で す。

1998 年の福 岡での フォー ラムに初参加 して以来、毎年 、各地 でのフォー ラムに川西の子 どもメ

ンバ ー た ち と参加 させ て も らっ て い ま した。 そ の た び に た く さん の 学 び とい う収 穫 を い た だ い て

帰っていま したが、その状況 を作 って くれ た開催 地の忙 しさや ご苦労ぶ りは想 像 に難 くない もの

があ りま した。 参 加 者 と してお 客 さん に な る だ け で な く、 い つ か は 川 西 も迎 え る 立場 に な る だ ろ

うとい った覚 悟 が あ っ た こ と も事 実 で す 。 しか し、 ま さか 自分 に 事務 局長 の役 割 が割 り当 て られ

よう とは 、予 想 外 の こ とで した。

実行委員会 が立 ち 卜げ られ たのが 5 月 17 日の事 で した。当初 は準備会 として呼びか け られ た実

行委員会 で したが 、委員長 を上杉先生にお願 い し事務局長 はかわに し子 どもネ ッ トの誰かが担 当

しよ うとい う形 に な りま した 。 席 上 で 『 …2003 了n か わ に し』 か 『 … in 兵 庫 』 ま た は 『 …200 3 in

北摂 』 か 、 とい う案 が 出た とき、 出席 者 の 多 くの 方 が強 く川 西 を支 持 して くだ さった こ とが うれ

しか っ た と記 憶 して い ます 。 兵 庫 県 全体 は あ ま りに も大 きす ぎ る範 囲 の イ メ ー ジが あ る し、北 摂

とい うの も地 域 的 な ず れ が あ る し、 とい う理 由 も大 きか った の です が 、 皆 さん 『 か わ に し子 ど も

の人権オ ンブズパー ソン制度』 に逆風 が吹 いてい る事 を敏感 に とらえて下 さっていて 、こんな今

だか らこそ 『… in か わ に し』 が い い の で は、 とい う方 向で この 実 行 委 員 会 は進 み 始 め ま した。

日時 と会場 と 日程 との 3 点はす でに準備 され ていたのです が組 織や運営は一 か らです。定例 の

実行委員会のほかに、複 数回の勉強会や互いの 団体の発 表会が提案 され ま した。 しか し問題 は今

体の コンセプ トです。 大筋は毎年 もちろん 「子 どもの権利条約 を生かす ＿」なのです が、全体会の

基本構想 を開催地 の実行委員会 が話 し合 って決 め るプ ロセスが重要 なポイ ン トとな ります。川 西

で活 動 して い る子 ど もた ち の意 見 の反 映 が 何 よ り重 要 で し ょ うし、参 画 団 体 の 皆 さん の意 見 が 一

つに ま とま っ て牛 み 出 され てい か な けれ ば 集 ま る意 味 が な くな ります 。 や っ ぱ り大変 そ うだ と腰

が引 け そ うに な った 頃 、「津 田 さん 、 事 務 局 長 に … 」 との 打診 が あ りま した。

職 場での状況 を考 える とた め らいが残 りま したが 、現地の メンバーそれ ぞれが可能 な仕事 を分

担す る しか あ りませ ん。 長 い 間 『か わ に し子 ど もネ ッ ト』 と一 緒 に活 動 して き た 人間 と して で き

るこ とを しよ う、状 況 は厳 しい けれ ど必 ず しも不 可能 な の で は な い ！と、 と思 い ま した。
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6 月 4 日の 2 回 目の実行委 員会 は 17 の参画団体 が集 ま って くだ さって開 かれ ま した。それ ぞれ

の参 画 団 体 か ら活 動 状 況 の紹 介 を して も らっ た あ と、企 画 案 を話 し合 い ます 。 大 き くは 第 1 日 目

に全 体 会 、 第 2 日 目に分 科 会 をす る事 に して とに か く全 体 会 を実 行 委 員 会 が 作 り 卜げ て い こ う と

して い た 頃 で した。 前 回 も 出 て い た意 見 です が 「子 ども とお とな の 対 話 」 を試 み て い こ うとい う

方向性は変わ らなか った よ うに思 います。 しか し、現実の プ ランに関 しては、事務局 か らの提 案

をた た き台 と して 実 行 委 員 会 で調 整 をす る とい う状 況 で した。

・ 子 ど も とお とな が 一 緒 に作 る全 体 会 とす る。

・ 一般 参加者 の発言 が活発 にで きる配慮 をす る。

こ うい っ た意 見 を反 映 した プ ラ ン を具体 化 して い こ うと第 3 回 目が 開 かれ た の が 7 月 19 日で

した。 全体会 にシンポジ ウムをす る事にはま とま っていたの です が、テーマ に 関 しては意見が分

かれ ま した。『子 ど も と一 緒 に して きた 事・ お とな と一 緒 に した い こ と』 と提 案 され た の です が子

どもたちか らの賛成 が得 られ ませ ん。「お とな と一緒 に何 か したい と思っていない」そ うです。事

務局 は が くっ… で も気 落 ち して シ ュ ン と して い る場 合 じやな い 。 代 案 を何 とか 探 して い ろ い ろ提

案す る ので す が 、結 局 次 回 に持 ち越 し とな りま した 。

分科会 については会場設定 の関係上 、意思確認の期限 を 7 月 28 日まで と して各 団体に申 し出て

も ら うよ うに しま した 。実 際 、次 の 8 月 3 日に開 か れ た 第 四回 実 行 委 員 会 には 16 の分 科 会 企 画 が

卜が りま した。基 調 講 演 は 喜 多 先 生 に I1 年 間 を振 り返 って い た だ こ う、シ ン ポ ジ ウム の コー デ ィ

ネー ター は 荒 牧 先 生 に お願 い しよ う、 全 体進 行 の 司会 を浜 田 さん に お願 い しよ うな ど と少 しず つ

イメー ジが 見 え 始 め た よ うな気 が して い ま した が 、全 体 会 のテ ー マ は ま だ も め て い てお とな と子

どもの合意に至っていませんで した。

夏 休 み だ っ た事 もあ っ て 4 回 目か ら 5 回 目の 間 に 、子 ど もた ち との話 し合 い の機 会 を

多く持 つ よ うに して 9 月 6 日の 実 行 委 員会 に はテ ー マ の設 定 を して臨 む 事 が で きま した。

－み ん なで話 そ う・や ってみ よ う “子 ども とお とな のい い関係 ’’

～ 子 ど も ×お とな ＝互 い が元気 にな る、 を キー ワー ドに して－

ど うで す 、 ち ょ っ と い い で し ょ う。

各 地 の子 ども との 交 流 を 中 心 に据 え て、 予 定 され て い た シ ン ポ ジ ウムの 内 容 も徐 々 に子 ども の

発言 を中 心 に聞 くほ うが い い とい う方 向 に変 わ って い き ま した。 粘 り強 く会 議 に参 加 し続 けた 子

ども メ ンバ ー た ちの 力 だ と思 い ます 。

第 6 回 実行 委 員 会 は 10 月 11 日に 2 日 目の会 場 と して 使 わせ て い た だ く川 西 小 学 校 で行 われ ま

した。 実行委 員会全体で 下見もす るこ とがで きま した。 しか し、賛同団体へ の配布 物や依頼 の不

足、そ して予算計画や スケジュール作成の遅れ な ど、事務局 として の力不足が この実行委員会で
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は問題 になった と思います。権利 条約 ネ ッ トワークの天野 さんや、大阪事務局 の木村 さんや、全

体を通 して相談役 を努 めて くだ さった浜 田さんた ちは この時 ほ ど危機感 を募 らせ た事は無か った

そうです。 この後 、 ご提案 をいただいて事務局会議 を頻繁 に持つ よ うにな り何 とか最後まで乗 り

切れたのではないか といった感 があ ります。感 謝は言葉 に尽せ ませ ん。

第 7 回 11 月 8 日、第 8 回 11 月 30 日と予定 され ていた実行委 員会 だ けで は到底追 いつ かず、臨

時実行委員会が 11 月 22 日に開かれ た り事務局会議や 下見や 実務 のため に集 まった りしていま し

た。 賛同金 の不足 が深刻だ とい う事で 、個人的 に 日本 ア ドラー 心理学会へお願 い して協力 を得た

りも して 、 直前 2 ケ月 ほ どは 怒 涛 の よ うな 日々 を過 ご して い ま した。 しか しそ の分 、 事 務 局や 実

行委員 会のメンバーた ち との一体感は強 まって いった と覚 えています。

そ うして ピン と張 りつ め た よ うな 空 気 の 中で 当 日を迎 え ま した。 私 自身 も緊 張 と興 奮 を強 く 自

覚 して い ま した が 、周 りの どの 人 の顔 を見 て も似 た よ うな もの です 。 み ん な の 気 持 ち が フ ォー ラ

ムの実行 とい う一点に集 中 して向かっていたのです。

具体的 な全体会 のプランではパー ト 1 とパ ー ト2 に分割す る事 にな り、最初 は司会 をお願 いす

るはず だった浜田 さんには後半の コー デ ィネー ト役 をお任せ したので、全体会 の司会を私 が引き

受 けて い ま した。 これ が また 内気 な私 に は プ レ ッシ ャー で ‥・？

と も あれ 、 どの く らい の 参加 者 が来 て くれ る の だ ろ う とい う不 安 と、 司 会役 の緊 張 で 開始 時 間

を迎 えま した。私のい る舞台の上か らは会場 全体が見渡せ ます。開始 と同時にまば らだ った会場

が どん どん埋 ま って い きま す。 わ あ、 す ごい と 思 う間 も な くみ るみ る満 席 とな り、 ボ ラ ンテ ィア

のスタ ッフが走 り回 って予備 の椅 子 を運んでいます。最終的 には、約 1000 人 の もの来場者 を数 え

る こ とが で き ま した。 日頃 関 心 を あ ま りもたれ て い な い の で は な い か と思 っ て い た子 ど もの人 権

問題 で したが 、 うれ しい方 向 に予 想 が外 れ 、事 務 局 も実 行 委 員 会 も唖 然 と した こ とで した。 もち

ろ んみ ん なで 激 しい 高揚 感 に包 まれ て い た こ とは言 うま で もあ りませ ん 。

寒 さにふ る えな が ら駅 前 で ビラ配 りを した子 どもメ ンバ ー も、 手 作 りビ ラを 片 手 に来 場 して く

れた 子 ども参加 者 が い た こ とを 聞 い て 「うっそ ！カ ン ドー ！ ！」 だ った との こ と。

そ して 夕 方 の 手作 り交 流 会 で 盛 り 卜が り、子 ど もメ ンバ ー た ち は 同宿 して 交 流 した い とい う念

願を 果 た し、予 想（心 配 ？）した 通 り、寝 不 足 に 目を こす りな が ら分 科 会 に 臨 ん だ よ うです 。

2 日目の 分科 会 もた く さん の 来 場 者 が あ り、 最 後 の全 体 会 で は どの 分 科 会 か ら も活発 な活 動 報

告が され ま した。 各 分 科 会 は ど こ も参 画 団 体 と して 一一緒 に この フォ ー ラム を 作 っ て き て くれ た人

たち です 。 つ つ の報 告 が胸 に残 り、 これ か ら もつ な が っ て 子 ど もの催 しを ネ ッ トワー ク して

いける絆 を確信で きた事が喜びです。

力 不 足 な事 務 局長 と して の反 省 は い く ら言 っ て も尽 き そ うに あ りませ ん が 、 フォ ー ラム 全体 の

成功 に 寄 せ て い た だ い た皆 さん の 力 を忘 れ ま せ ん。 今 後 も川 西 で は 『 ポ ス トフ ォ ー ラム』 と して

の活 動 を、 この 素 敵 な仲 間 た ち と続 けて い け る 事 に な りま した 。 微 力 で は あ ります が 、 ここ川 西

の地 で 子 ど もの 人権 に関 す る役 割 を果 た して い きた い と思 っ て い ます 。
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賛同 団 体 一 覧 （敬称略・五十割頃・200 4年9 月1 日現在 00 団体）
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